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大
規
模
地
震
の
発
生
に
よ
り
電

気
、
ガ
ス
、
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
停
止
が
想
定
さ
れ
、

災
害
が
発
生
し
た
ら
避
難
所
で
の

生
活
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

夜
間
照
明
・
飲
料
水
・
ト
イ
レ

使
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
応

が
で
き
る
の
か
。

　　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
は
、
一

般
的
に
電
気
･
水
道
・
ガ
ス
の
順

に
行
わ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
生
活
安
全
課
が
窓
口

と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
公
共
機

関
及
び
関
係
団
体
と
災
害
時
の
協

定
等
を
締
結
す
る
な
ど
、
連
携
を

密
に
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　

今
年
度
は
中
部
電
力
株
式
会
社

一
宮
営
業
所
と
、
早
急
な
電
力
復

旧
作
業
に
当
た
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
協
定
を
締
結
し
た
。

　

避
難
所
で
の
夜
間
照
明
は
携
帯

式
非
常
用
照
明
セ
ッ
ト
、
懐
中
電

灯
な
ど
で
対
応
。
飲
料
水
は
保
存

水
、
給
水
車
等
で
対
応
し
、
そ
の

他
生
活
水
は
、
プ
ー
ル
の
水
を
ろ

水
機
で
処
理
し
た
水
で
対
応
し
、

ト
イ
レ
は
簡
易
組
み
立
て
ト
イ
レ

な
ど
で
対
応
す
る
。

　

な
お
、
賞
味
・
保
証
期
限
の
あ

る
食
料
品
、
薬
品
、
乾
電
池
等
は

台
帳
管
理
し
て
計
画
的
に
入
れ
替

え
を
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
食
料
品
、
毛
布
は
、

県
の
「
東
海
・
東
南
海
地
震
連
動

の
県
被
害
予
測
に
基
づ
く
現
物
備

蓄
量
の
目
安
」
に
基
づ
き
備
蓄
量

の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　

東
海
・
東
南
海
地
震
の
こ
と
が

報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
誰
が
ど
こ

に
住
ん
で
い
る
の
か
分
か
ら
な
い

の
で
は
区
長
さ
ん
方
は
手
の
施
し

よ
う
が
な
い
。

　

住
民
情
報
を
知
り
え
る
に
は
ど

の
よ
う
な
手
段
が
あ
る
の
か
。

　

市
民
の
個
人
情
報
は
、
住
民
基

本
台
帳
法
に
基
づ
い
て
保
有
し
て

お
り
、
選
挙
人
名
簿
の
登
録
、
子

ど
も
手
当
の
支
給
、
そ
の
他
市
民

に
関
す
る
市
の
事
務
処
理
の
基
礎

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
個

人
情
報
を
本
来
の
目
的
以
外
に
利

用
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
情
報
が
漏
え
い
し
な
い

よ
う
適
切
に
管
理
し
て
い
る
。

　

な
お
、「
何
人
で
も
閲
覧
を
請
求

で
き
る
制
度
」
が
平
成　

年　

月

１８

１１

か
ら
廃
止
さ
れ
た
。

　

閲
覧
で
き
る
場
合
を
①
国
又
は

地
方
公
共
団
体
の
機
関
が
法
令
の

定
め
る
事
務
を
遂
行
す
る
場
合
②

統
計
・
世
論
調
査
、
学
術
研
究
な

ど
の
調
査
研
究
の
う
ち
、
公
益
性

が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
③
公

共
的
団
体
が
行
う
地
域
住
民
の
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
活
動
の
う

ち
、
公
益
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ

る
も
の
だ
け
に
限
定
し
、
個
人
情

報
保
護
に
十
分
留
意
し
た
制
度
と

し
て
再
構
築
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
現

行
法
の
制
度
の
下
で
は
、
住
民
基

本
台
帳
法
の
閲
覧
制
度
の
中
で
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

平
成　

年
度
予
算
は
何
に
重
点

２３

を
置
い
て
編
成
し
た
の
か
。

　

ま
た
、
基
金
の
活
用
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

年
度
予
算
は
、
第
５
次
総
合

２３
計
画
に
基
づ
く
施
策
の
着
実
な
遂

行
を
基
本
に
編
成
し
た
。

　

特
に
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
、
国
保
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な
ど
、
福

祉
・
健
康
づ
く
り
の
増
進
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
医
療

の
確
保
に
向
け
た
新
病
院
の
建
設

な
ど
、
喫
緊
の
課
題
は
も
ち
ろ
ん
、

本
市
が
今
後
も
持
続
可
能
な
発
展

を
遂
げ
る
た
め
、
中
長
期
的
な
視

野
に
立
ち
、
平
和
工
業
団
地
の
造

成
、
企
業
誘
致
、
東
西
幹
線
道
路

の
整
備
な
ど
、
継
続
中
の
社
会
基

盤
整
備
に
も
重
点
的
に
財
源
を
投

入
し
た
。

　

事
業
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

積
み
立
て
た
特
定
目
的
基
金
は
、

事
業
の
執
行
に
必
要
で
あ
る
と
判

断
す
る
際
に
は
取
り
崩
す
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
は
８
億

１
９
０
０
万
円
計
上
し
て
い
る
が
、

財
源
状
況
を
確
認
す
る
中
で
判
断

を
し
て
い
く
。
な
お
、　

・　

年

２０

２１

度
と
も
取
り
崩
し
を
計
上
し
て
い

た
が
、
予
算
の
執
行
状
況
や
国
の

経
済
対
策
交
付
金
等
に
よ
り
財
源

が
確
保
で
き
た
た
め
、
取
り
崩
し

を
せ
ず
に
済
ん
だ
。

平成23年　市議会　3月定例会

一 般 質 問・質 疑
　平成２３年第２回３月定例会では　仙石　稔、平田光成、茶原孝子、長屋宗正、正村洋右、杤本敏子、
渡辺幸保、網倉信太郎、星野俊次、安井利彦、栗田文雄、曽我部博隆、野々部尚昭、木村喜信の１４議
員が質問をしました。主な質問及びその答弁の要旨は次のとおりです。

　
　

関
係
機
関
と
連
携
し
、

早
急
に
復
旧
作
業
を
実
施

答 問
　
　

災
害
時
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
停
止
し
た
時
の
対
応
策
は

問
　
　

災
害
に
備
え
、
区
長
が

住
民
情
報
を
取
得
す
る
方
法
は

　
　

住
民
基
本
台
帳
法
の

閲
覧
制
度
で
対
応

答

問
　
　

平
成　

年
度
予
算
の

２３

重
点
項
目
は

　
　

第
５
次
総
合
計
画
に

沿
っ
た
施
策
を
着
実
に
進
め
る

答
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行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

コ
ス
ト
が
多
大
、
一
部
の
方
の
み

の
利
用
な
ど
、
時
代
の
変
化
に
対

応
し
て
再
考
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
の
浴
場
利
用
者
と
コ
ス

ト
に
つ
い
て
、
設
置
当
初
と
現
状

の
比
較
及
び
今
後
の
浴
場
運
営
の

考
え
を
聞
き
た
い
。

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
浴
場

は
ど
の
施
設
も
開
設
当
初
は
多
く

の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
資
料
が
な
い
た
め
、
利
用
者
数

は
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い
。

　

平
成　

年
度
の
一
日
当
た
り
の

２１

入
浴
者
数
及
び
一
人
当
た
り
の
経

費
は
、
さ
く
ら
館　

人
、
７
６
８

２７

円
、
は
な
み
ず
き
館　

・
６
人
、

２６

９
２
９
円
、
し
い
の
き
館
１
・
７

人
、
７
９
８
１
円
、
あ
す
な
ろ
館

　

・
７
人
、
５
４
８
円
、
い
ち
ょ

４０う
館　

・
７
人
、
５
１
０
円
、
け

４０

や
き
館　

・
６
人
、
３
９
１
円
、

３８

く
す
の
き
館
８
・
５
人
、
１
６
９

２
円
、
つ
つ
じ
館　

・
２
人
、
１

１３

２
１
４
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
内
に
も
多
数
の
浴
場
が
あ
り
、

セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
は
利
用
者
が

減
少
し
て
い
る
。
今
後
は
利
用
実

態
に
合
わ
せ
効
率
的
な
運
営
が
で

き
る
よ
う
、
今
後
設
置
さ
れ
る
予

定
の
公
共
施
設
あ
り
方
検
討
委
員

会
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

市
長
の
所
信
表
明
の
中
に
消
防

行
政
に
つ
い
て
の
記
述
が
無
か
っ

た
が
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
消
防
行
政
に
つ
い
て
、
平
成　
２３

年
度
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

　

市
民
の
「
安
心
・
安
全
」
を
確

保
す
る
消
防
行
政
は
重
要
な
責
務

と
考
え
て
い
る
。　

年
度
に
つ
い

２３

て
も
、
更
に
市
民
の
安
心
安
全
を

築
く
た
め
、
防
火
水
槽
等
の
設
置

や
火
災
予
防
事
業
を
推
進
し
、
市

民
の
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て

い
く
。

　
　

年
中
の
火
災
件
数
は
、
前
年

２２
よ
り　

件
減
の　

件
で
、
大
幅
に

１６

３９

減
少
し
た
。

　

こ
れ
は
、
稲
沢
市
、
祖
父
江
町

及
び
平
和
町
で
組
合
消
防
と
な
っ

て
以
来
の　

年
間
で
最
少
の
発
生

３５

件
数
で
あ
る
。

　

こ
の
減
少
要
因
は
、
近
年
高
齢

者
の
火
災
に
よ
る
死
者
数
が
増
加

傾
向
に
あ
り
、
高
齢
者
自
身
の
防

火
意
識
を
高
め
る
た
め　

歳
以
上

７５

の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に

し
た
職
員
に
よ
る
住
宅
防
火
査
察

や
、　

年
６
月
か
ら
住
宅
用
火
災

２０

警
報
器
の
設
置
義
務
化
に
よ
り
、

市
民
の
防
火
意
識
が
高
ま
っ
た
こ

と
な
ど
で
あ
る
。

　

平
成　

年
に
稲
沢
市
、
祖
父
江

１７

町
、
平
和
町
が
合
併
し
て
６
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
　

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し

２６
て
策
定
さ
れ
た
新
市
建
設
計
画
の

う
ち
、
祖
父
江
地
区
の
進
捗
状
況

は
。

　

新
市
建
設
計
画
は
合
併
後
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
計
画
で
、

今
日
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
大

切
に
し
な
が
ら
均
衡
あ
る
発
展
と

一
体
性
の
確
立
を
図
っ
て
き
た
。

計
画
し
て
い
る
事
業
は
、
経
常
的

事
業
を
除
き
１
８
１
事
業
あ
り
、

祖
父
江
地
区
に
関
し
て
は　

事
業

５２

あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、　

事
業
が
完
了
し
、

１７

　

事
業
が
現
在
進
行
中
で
、
７
事

２８業
が
未
着
手
で
あ
る
。

　

現
在
進
行
中
の
事
業
の
う
ち
、

祖
父
江
稲
沢
線
の
整
備
に
つ
い
て

は
合
併
時
の
最
も
重
要
な
事
業
の

一
つ
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
工
事
、
用
地
買
収
等
を
進

め
て
い
る
が
、
日
光
川
橋
梁
と
名

鉄
尾
西
線
跨
線
橋
な
ど
課
題
と
な

る
箇
所
が
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
重
要
幹
線
道
路
と

認
識
し
て
お
り
、
早
急
に
整
備
を

進
め
る
よ
う
県
に
強
く
要
望
し
て

い
く
。

　

新
市
建
設
計
画
は　

年
度
ま
で

２６

と
な
っ
て
い
る
が
、
計
画
期
間
に

完
了
し
な
い
事
業
に
つ
い
て
は
、

総
合
計
画
で
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、

着
実
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

平
成　

年
度
か
ら
農
地
・
水
環

１９

境
保
全
向
上
対
策
事
業
が
始
ま
っ

て
い
る
が
、
本
市
の
取
り
組
み
状

況
は
。

　

ま
た
、
国
は
新
た
な
制
度
を
検

討
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
内
容
な
の
か
。

　

本
市
で
は　

地
域
（
稲
沢
地
区

１４

７
、
祖
父
江
地
区
６
、
平
和
地
区

は
全
域
を
対
象
と
し
た
１
地
区
）

で
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、

支
援
対
象
農
振
農
用
地
の
面
積
は

田
が
８
１
２　

、
畑
が
４
４
０　

、

ha

ha

合
計
１
２
５
２　

と
な
っ
て
い
る
。

ha

　

活
動
内
容
は
基
礎
部
分
と
誘
導

部
分
に
分
か
れ
て
い
る
。
基
礎
部

分
は
ど
の
組
織
も
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
活
動
で
、
農
道
や

用
水
路
・
排
水
路
の
点
検
、
泥
上

げ
や
草
刈
り
な
ど
で
あ
る
。

　

誘
導
部
分
は
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
活
動
で
、
子
ど
も
会
や
老

人
会
な
ど
と
の
農
業
体
験
、
道
路

の
路
肩
へ
の
花
の
植
栽
、
生
き
物

調
査
や
蛍
の
観
察
会
、
集
落
内
の

美
化
活
動
な
ど
を
さ
れ
て
い
る
。

　

現
事
業
は　

年
度
ま
で
だ
が
、

２３

国
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
か
ら
一
歩

踏
み
込
ん
だ
新
た
な
制
度
に
つ
い

て
計
画
し
て
い
る
が
、
詳
細
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。

　

国
及
び
県
は
運
用
手
引
き
、
事

務
要
領
な
ど
を
早
急
に
作
成
す
る

と
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
示
さ

れ
た
段
階
で
対
応
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

現
状
に
合
わ
せ
、
運
営
の

効
率
化
に
む
け
検
討
し
て
い
く

答 問
　
　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

浴
場
の
今
後
の
運
営
は

問
　
　

平
成　

年
度
の

２３

消
防
行
政
へ
の
取
り
組
み
は

　
　

火
災
予
防
事
業
を
推
進
し
、

「
安
心
・
安
全
」な
稲
沢
に

答

問
　
　

新
市
建
設
計
画
に
お
け
る
、

祖
父
江
地
区
の
進
捗
状
況
は

　
　
　

事
業
中

５２

 

　

事
業
が
完
了　

１７

答

問
　
　

農
地
・
水
環
境
保
全
向
上

対
策
事
業
へ
の
取
り
組
み
状
況
は

　
　

用
排
水
路
等
の
点
検
管
理
、

地
域
で
美
化
活
動
等
を
実
施

答



　

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
実
施
し
た
「
稲
沢
市
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
」
で
、
小

売
店
で
の
利
用
は
ど
れ
ほ
ど
だ
っ

た
か
。

　

費
用
が　

万
円
ほ
ど
の
住
宅
リ

１０

フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て
補
助
す
る

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
補
助
制

度
」
は
、
全
国
で
２
０
０
近
い
自

治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

制
度
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
よ

り
は
る
か
に
経
済
波
及
効
果
が
あ

る
。
本
市
で
も
創
設
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　

商
品
券
発
行
事
業
は
、
平
成　
２１

年
度
に
市
が
１
２
０
０
万
円
補
助

し
、
稲
沢
商
工
会
議
所
は
じ
め
５

団
体
で
「
稲
沢
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
事
業
実
行
委
員
会
」
を

組
織
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　

利
用
率
は
小
売
店　

・
４
％
、

２９

大
型
店　

・
６
％
で
あ
っ
た
。

７０

　
　

年
度
も
計
画
し
て
い
る
が
、

２３
小
売
店
の
ほ
か
に
飲
食
店
、
理
容

店
、
美
容
院
、
畳
屋
、
左
官
屋
、

内
装
業
等
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
関
連

業
者
に
も
幅
広
く
参
加
し
て
も
ら

い
、
商
品
券
発
行
所
を
４
５
０
店

舗
か
ら
６
０
０
店
舗
に
増
や
す
予

定
で
あ
る
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
は
、

複
数
の
業
者
が
関
わ
る
こ
と
で
地

域
の
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
有
効

な
事
業
の
一
つ
だ
が
、
今
の
と
こ

ろ
助
成
制
度
の
創
設
は
考
え
て
い

な
い
。

　

平
成　

年
度
で
、
稲
沢
西
小
学

２３

校
を
除
い
て
全
て
の
小
中
学
校
の

耐
震
補
強
が
完
了
す
る
。

　

残
っ
た
稲
沢
西
小
学
校
は
改
築

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　

稲
沢
西
小
学
校
は
、
昭
和　

年
３３

度
建
設
の
校
舎
棟
を
は
じ
め
、　
４０

年
代
前
半
に
建
設
さ
れ
た
校
舎
棟

が
大
半
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
る
。
児
童
及
び
学
校
関
係
者
の

安
全
を
守
り
、
楽
し
い
学
校
生
活

を
過
ご
せ
る
よ
う
、
改
築
も
含
め

た
整
備
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

改
築
事
業
を
行
う
に
は
、
国
庫

補
助
対
象
事
業
を
進
め
る
必
要
か

ら
、
平
成　

年
度
の
当
初
予
算
に

２３

校
舎
棟
の
耐
力
度
調
査
費
を
計
上

し
て
い
る
。

　

こ
の
調
査
は
騒
音
が
発
生
す
る

の
で
、
夏
休
み
に
実
施
す
る
。
そ

の
後
、
構
造
等
の
チ
エ
ッ
ク
、
県

教
育
委
員
会
に
よ
る
現
地
確
認
・

審
査
が
さ
れ
、
年
度
内
に
は
最
終

結
果
が
出
さ
れ
る
。

　

結
果
が
判
明
し
た
後
に
早
急
に

方
針
を
決
定
し
、
地
権
者
の
方
々

へ
改
築
の
同
意
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ヌ
ー
ト
リ
ア
な
ど
の
有
害
鳥
獣

が
農
作
物
な
ど
に
被
害
を
与
え
て

い
る
が
、
駆
除
に
つ
い
て
、
本
市

で
は
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　

稲
沢
市
鳥
獣
捕
獲
許
可
事
務
要

領
で
は
、
鳥
類
は
カ
ラ
ス
、
カ
ワ

ラ
バ
ト
、
ヒ
ヨ
ド
リ
な
ど
、
獣
類

は
ヌ
ー
ト
リ
ア
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
を
有
害
鳥
獣
と

し
て
定
め
て
い
る
。

　

市
で
は
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
器
は

ヌ
ー
ト
リ
ア
用　

基
、
ア
ラ
イ
グ

２３

マ
用　

基
、
カ
ラ
ス
用
３
基
を
所

１０

有
し
、
平
成　

年
度
は
鳥
類
６
５

２０

９
羽
、
獣
類　

頭
。　

年
度
は
鳥

３６

２１

類
６
８
９
羽
、
獣
類　

頭
を
捕
獲

３４

し
た
。

　

有
害
鳥
の
駆
除
に
つ
い
て
は
、

稲
沢
地
区
は
稲
沢
猟
友
会
に
捕
獲

器
に
よ
る
捕
獲
を
、
祖
父
江
地
区

は
農
家
等
の
申
し
出
を
受
け
て
、

中
島
猟
友
会
に
銃
器
に
よ
る
駆
除

を
そ
れ
ぞ
れ
委
託
し
て
い
る
。

　

祖
父
江
地
区
は　

年
度
の
６
・

２２

　

・
３
月
に
実
施
し
た
が
、
事
前

１０に
区
長
会
に
お
い
て
駆
除
実
施
日
、

注
意
事
項
等
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
市
広
報
に
掲
載
し
て
周
知
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
駆
除
当
日

に
は
広
報
車
で
広
報
し
、
安
全
に

実
施
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　

整
形
外
科
の
医
師
が
退
職
さ
れ

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
医
療
体
制

の
整
備
に
つ
い
て
、
ど
う
対
応
し

て
い
る
の
か
。

　

　

整
形
外
科
の
医
師
が
本
年
１
月

末
及
び
３
月
末
で
そ
れ
ぞ
れ
１
人

退
職
す
る
た
め
、
同
科
の
患
者
さ

ん
に
は
や
む
を
得
ず
入
院
・
外
来

診
療
を
一
部
制
限
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
当
面
、
外
来
診
療
に

つ
い
て
は
代
務
医
師
に
よ
り
、
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
診
療
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
で
き
る

限
り
外
科
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
な
ど
、

院
内
で
も
連
携
し
な
が
ら
対
応
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
連
携
の
取
り

組
み
と
し
て
、
平
成　

年
度
も
引

２３

き
続
き
一
宮
市
立
市
民
病
院
か
ら

小
児
科
医
師
２
人
を
そ
れ
ぞ
れ
週

１
回
ず
つ
派
遣
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
新
病
院
建
設
を
見
据

え
る
中
で
放
射
線
技
師
、
臨
床
検

査
技
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
の
医

療
技
術
職
員
の
新
規
採
用
を
し
て

い
く
。

　

な
お
、
大
学
医
局
へ
は
新
病
院

建
設
を
踏
ま
え
、
整
形
外
科
医
師

を
含
め
て
、
一
日
で
も
早
く
不
足

し
て
い
る
診
療
科
の
医
師
を
派
遣

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
粘
り
強
く

お
願
い
し
て
い
る
。
引
き
続
き
医

療
体
制
の
整
備
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。
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小
売
店
で
は

 

　

・
４
％　

２９

答 問
　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
小
売
店
で
の
利
用
率
は

問
　
　

稲
沢
西
小
学
校
の

改
築
へ
の
取
り
組
み
は

　
　

耐
力
度
調
査
の
結
果
に
よ
り
、

早
急
に
方
針
決
め
る

答

　
　

院
内
連
携
及
び

地
域
医
療
連
携
に
よ
り
対
応

答

問
　
　

市
民
病
院
の

今
後
の
医
療
体
制
は

問
　
　

有
害
鳥
獣
被
害
へ
の

　
　
　
　
　

対
応
は

　
　

猟
友
会
に
委
託
し
、

捕
獲
器
な
ど
で
駆
除

答
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１
月
臨
時
会
が
、
１
月　

日
に

２４

開
催
さ
れ
、
次
の
方
を
選
任
す
る

同
意
案
に
同
意
し
ま
し
た
。

○
副
市
長

　

大
木　

和
也　

氏

　
　

（
再
任
・
東
緑
町
一
丁
目
）

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か

ら
３
月　

日
ま
で
の　

日
間
の
会

２５

２３

期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
、
平
成　

年
度
稲

２３

沢
市
一
般
会
計
予
算
（
総
額
４
１

６
億
円
・
前
年
度
比
４
・
４
％
増
）

等　

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い

２９
ず
れ
も
原
案
を
可
決
・
同
意
し
ま

し
た
。

　

主
な
新
規
（
拡
充
）
事
業
と
し

て
、
公
共
施
設
あ
り
方
調
査
業
務

委
託
（
３
１
３
万
７
０
０
０
円
）、

こ
ど
も
発
達
支
援
室
の
開
設
（
１

１
５
万
円
）、小
学
３
年
生
ま
で
の

通
院
医
療
費
の
無
料
化
を
拡
充

（
４
億
９
０
５
１
万
７
０
０
０

円
）、子
宮
頸
が
ん
等
予
防
接
種
事

業
（
１
億
３
６
１
２
万
７
０
０
０

円
）、
生
物
多
様
性
推
進
事
業
（　
７０

万
円
）、大
塚
性
海
寺
歴
史
公
園
整

備
工
事
（
１
３
３
０
万
円
）、
緑
の

街
並
み
推
進
事
業（
４
０
０
万
円
）、

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員

（
２
６
０
６
万
８
０
０
０
円
）、ス

ポ
ー
ツ
振
興
基
金
助
成
・
奨
励
事

業
（
１
０
０
万
円
）、
生
誕
１
１
０

年
記
念
荻
須
高
徳
展
運
営
事
業

（
１
７
５
４
万
７
０
０
０
円
）、新

病
院
整
備
事
業
実
施
設
計
策
定
業

務
（
１
億
５
９
０
０
万
円
）
等
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
所
信
表
明
の
中
で
、

企
業
の
業
績
の
一
部
に
回
復
基
調

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
福
祉
・
医

療
な
ど
の
社
会
保
障
の
伸
び
が
著

し
い
。
そ
の
た
め
、
依
然
厳
し
い

財
政
状
況
が
見
込
ま
れ
る
が
、
創

意
工
夫
に
よ
り
無
駄
の
排
除
を
徹

底
し
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

　

市
民
の
暮
ら
し
を
よ
り
良
く
す

る
た
め
、
限
り
あ
る
財
源
と
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
策
の
「
選

択
と
集
中
」
を
徹
底
し
て
い
く
。

今
後
、
地
域
主
権
改
革
、
人
口
減

少
社
会
な
ど
社
会
情
勢
が
大
き
く

変
化
し
て
い
く
中
、「
安
心
・
安
全
」

に
暮
ら
せ
る
、
元
気
な
稲
沢
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を
表

明
さ
れ
ま
し
た
。

Ú
月
臨
時
会
開
催

各会計当初予算前年度比較表
増　減　率

（Ａ）／（Ｂ）×１００％
比　　較

（Ａ）－（Ｂ）千円
２２年度予算額
（Ｂ）千円

２３年度予算額
（Ａ）千円

区　　分　
　会　計　名

１０４．４１，７５４，０００３９，８４６，０００４１，６００，０００一　　　般　　　会　　　計
１０１．７２１３，８４４１２，４１１，４７０１２，６２５，３１４国 民 健 康 保 険

特　

別　

会　

計

皆減△１，４９２１，４９２　　　廃止老 人 保 健
１０２．７１７２，９７５６，４０７，１９８６，５８０，１７３介 護 保 険
１０１．５３１，３１３２，０６９，８２４２，１０１，１３７後 期 高 齢 者 医 療
９３．４△９９１１４，９５６１３，９６５祖 父 江 霊 園 事 業
皆減△２，７６８，２７２２，７６８，２７２企業会計に移行公 共 下 水 道 事 業
１００．５９０２１９９，７５８２００，６６０農 業 集 落 排 水 事 業
１０５．３８１９１５，５０４１６，３２３コミュニティ・プラント事業
１１４．６１０５，５１６７２４，００３８２９，５１９稲沢西土地区画整理事業
６６．４△２０５，５６３６１０，９９７４０５，４３４下津陸田土地区画整理事業
９０．３△２，４５０，９４９２５，２２３，４７４２２，７７２，５２５小　　　計
９７．９△１１０，３７３５，３４２，７３５５，２３２，３６２病 院 事 業企

業
会
計

１１１．０４１９，４０５３，８２３，３０７４，２４２，７１２水 道 事 業
皆増３，６８８，３９７３，６８８，３９７公 共 下 水 道 事 業
１４３．６３，９９７，４２９９，１６６，０４２１３，１６３，４７１小　　　計
１０４．４３，３００，４８０７４，２３５，５１６７７，５３５，９９６合　　　計

　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
額

は　

億
５
９
８
４
万
円
の
増
で
、

１２
歳
出
で
増
額
し
た
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
民
生
費－

児
童
遊
園
施
設
設
備

工
事
費
１
２
３
６
万
円

○
商
工
費－

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業
補
助
金
１
７
０
０
万
円

○
土
木
費－

道
路
舗
装
改
良
工
事

費
３
億
４
５
０
０
万
円

○
教
育
費－

小
中
学
校
耐
震
補
強

工
事
費
５
億
３
７
４
０
万
円

不
採
択
と
し
た
請
願

○
大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
、
安

全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を
求
め

る
請
願

　

次
の
方
を
選
任
す
る
同
意
案
に

同
意
し
ま
し
た
。

○
公
平
委
員
会
委
員

　

小
森　

章
平　

氏

　
　

（
再
任
・
北
島
町
小
柳
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

服
部　

光
男　

氏　

　
　

（
一
色
川
俣
町
）

　

日
比　

郁
夫　

氏

　
　

（
祖
父
江
町
桜
方
）

　

服
部　

憲
明　

氏

　
　

（
平
和
町
下
起
中
）

一
般
会
計
補
正
予
算

所
信
表
明

施
策
の「
選
択
と
集
中
」の
徹
底

同　
　
　

意

請　
　
　

願

Ù
月
定
例
会
開
催

同　
　
　

意
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３ 月 定 例 会 議 決 結 果
議決結果件　　　　　　　　　　　　　名議案番号

可決全員賛成稲沢市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例について議案第１号

可決全員賛成稲沢市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について議案第２号

可決全員賛成稲沢市地区市民センター設置条例の一部を改正する条例について議案第３号

可決全員賛成稲沢市精神障害者医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例について議案第４号

可決全員賛成稲沢市国民健康保険条例の一部を改正する条例について議案第５号

可決全員賛成
稲沢市が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果の縦覧等の手続に関
する条例の一部を改正する条例について

議案第６号

可決全員賛成尾張都市計画稲沢下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例について議案第７号

可決全員賛成扇風機の物品供給契約の締結について議案第８号

可決全員賛成
愛知県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数の減少及び愛知県後期高齢
者医療広域連合規約の変更について

議案第９号

可決全員賛成稲沢市道路線の廃止について議案第１０号

可決全員賛成稲沢市道路線の認定について議案第１１号

可決賛成多数平成２３年度稲沢市一般会計予算議案第１２号

可決賛成多数平成２３年度稲沢市国民健康保険特別会計予算議案第１３号

可決賛成多数平成２３年度稲沢市介護保険特別会計予算議案第１４号

可決賛成多数平成２３年度稲沢市後期高齢者医療特別会計予算議案第１５号

可決全員賛成平成２３年度稲沢市祖父江霊園事業特別会計予算議案第１６号

可決全員賛成平成２３年度稲沢市農業集落排水事業特別会計予算議案第１７号

可決全員賛成平成２３年度稲沢市コミュニティ・プラント事業特別会計予算議案第１８号

可決全員賛成平成２３年度尾張都市計画事業稲沢西土地区画整理事業特別会計予算議案第１９号

可決全員賛成平成２３年度尾張都市計画事業下津陸田土地区画整理事業特別会計予算議案第２０号

可決賛成多数平成２３年度稲沢市病院事業会計予算議案第２１号

可決全員賛成平成２３年度稲沢市水道事業会計予算議案第２２号

可決賛成多数平成２３年度稲沢市公共下水道事業会計予算議案第２３号

可決全員賛成平成２２年度稲沢市一般会計補正予算（第４号）議案第２４号

可決全員賛成平成２２年度稲沢市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）議案第２５号

可決全員賛成平成２２年度稲沢市老人保健特別会計補正予算（第３号）議案第２６号

可決全員賛成平成２２年度稲沢市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）議案第２７号

可決全員賛成
平成２２年度尾張都市計画事業稲沢西土地区画整理事業特別会計補正予算
（第２号）

議案第２８号

可決全員賛成
平成２２年度尾張都市計画事業下津陸田土地区画整理事業特別会計補正予算
（第２号）

議案第２９号

報告専決処分の報告について報告第１号

全員同意公平委員会委員の選任について同意案第２号

全員同意固定資産評価審査委員会委員の選任について同意案第３号




